


　GIGAスクール構想  





千載一遇のチャンスとしての 

GIGAスクール構想 

①「一人一台端末」 

②「高速大容量通信ネットワーク」の整
備 



なぜ　図書館×教員？ 

学校図書館法　 

第二条　「学校図書館」とは、（略）図書、視覚聴覚教育の資料その他 

　学校教育に必要な資料（略）を収集し、整理し、及び保存し、 

　これを児童又は生徒及び教員の利用に供することによつて、 

　学校の教育課程の展開に寄与するとともに、 

　児童又は生徒の健全な教養を育成することを目的として 

　設けられる学校の設備をいう。 

 

第三条　学校には、学校図書館を設けなければならない。 



学校図書館の３つの機能

読書センター 

児童生徒の 

読書活動 

 

児童生徒への 

読書指導の場

学習センター 

児童生徒の

学習活動を支援

授業の内容を豊かにして

理解を深める 

情報センター 

児童生徒の 

情報の収集・選択・ 

活用能力を育成

文科省「学校図書館ガイドライン 」H28(2016) 



天は自ら助くる者を助く  

GIGAはやりたいことがある者を助く  



 図書館員  学校教員

must

should

 図書館員  学校教員

want want
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図書館×学校で面白いコラボプロジェクトを生み出す！ 

→妄想こそ力！ 

 

図書館員×学校教員のタッグを実感する！ 

→最強タッグ！  

このアイデアソンのゴール 

１

２



アイデアソンは アイデアとマラソンを組み合

わせた造語である。 新しいアイデアを生み出すた

めに行われるイベントである。 主にIT分野で使わ

れている。 ハッカソンと違い、物を作るではなく、ア

イデアを生むことに重きを置いたイベントである。

ハッカソンの練習としてアイデアソンを用いることも

ある。 
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%A9%E3%82%BD%E3%83%B3


の 

を使用します。 

デジタル 
ホワイトボード 



アイデアソン用Jamboard（整理後）例 

アイデアのまとまり 

アイデアのたね 



15:30　ルームに分かれて自己紹介、Jamboard練習 

15:50   アイデアソン（個人）で３つだす 

15:55   アイデアソン（グループ①） 

16:15   休憩 

16:30   アイデアソン（グループ②） 

            →３つ選んでおく 

17:00   全体共有（F 三浦） 

17:20   振り返り（グループ）×2回ぐらい 

17:45   エンディング→全体会へ      

本日のタイムスケジュール 



各グループJamboardに出たアイデアは（　　　）

のお名前を削除した上で、成果物として公開さ

せていただければと思います。 

成果物の取り扱いについて 

アイデアの公開が困る方は、チャットで個別にメッセージをいただ
くか、事務局宛に事後にお問い合わせ下さい。 



録画記録ついて 

記録動画の公開などは予定しておりません

が、運営側の振り返り・記録用に各ルームでも

録画を撮ります。ご了承ください。 



かたる（「やってみたい！」ベース） １

２

３

４

５

はんのうする（なるほど！はうれしい） 

かきこむ（手元にメモより、みんなでメモ） 

たずねる（ズレを楽しむ）　　 

のっかる（「Yes,and」のマインドで） 

本日のルール 



「みなさん、助けて」型ファリシテーター  



GIGAルーム5−1【R-1】F三浦   【図書館員】  　 
                                            【　教員　】 　　 
 
GIGAルーム5−2【R-2】F市東　【図書館員】 
　　　　　　　　　　　　　     【　教員　】　 
 
GIGAルーム5−3【R-3】F千田　【図書館員】 
　　　　　　　　　　　　     　【　教員　】　　  
 
GIGAルーム5−4【R-4】F安田　【図書館員】  
　　　　　　　　　　　　　     【　教員　】　  
 
GIGAルーム5−5【R-5】F田子   【図書館員】　　 
                                          　【　教員　】   

アイデアソンチーム分け 



 図書館員  学校教員

want want
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ふりかえりセッション　「やってみてどうでしたか？」 


